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immunoglobulin mucin 3 (TIM3)をコードする HAVCR2に胚細胞性のミスセンス変異
を認めた。HAVCR2 胚細胞変異陽性例はいずれも原発性の SPTCL であった一方で、
HAVCR2 胚細胞変異陰性例はいずれも基礎疾患を有しており、1 例は全身性エリテマト
ーデスに、1例はヒト免疫不全ウイルス感染に罹患していた。 HAVCR2胚細胞変異陽性


































 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 2月 10日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
